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このペー ジと同じ内容が最終ペー ジにありますので、 そちらを切り取って
電気窯の配線工事をされる方へ工事前にお渡しください。

［ 電気配線工事のお願い］

＊電気窯設置責任者の方へ

電気窯への配線について 窯場

電 源 漏電プレー カー 窯本体 I 
漏電ブレ ー カ ーを必ず設置してください。

1. 漏電遮断器及び配線サイズの選定（参考）

合六且星 電圧 電流値
漏電遮断器 ケーブルころがし配線

機種 相 定格容量 感度 の場合の配線サイズ

kW V A AT mA 

DAM-03D型 3.3 単相 16.5 20 VCT2.0-2C,E1.6 

DAM-05D型
単相 25 30 

5.0 
三相 14.5 30 

VCT5.5ロー2C,E1.6 

VCT8ロー3C,E2.0

DAM-06D型 5.9 単相 29.5 40 VCT5.5 ロー 2C,E1.6

単相
200 200 

50.5 75 
DAM-OSC型 10.1 

三相 28.9 40 

VCT22ロー2C,E5.5ロ

VCT14ロー3C,E2.0

DAM-12C型
単相 60 75 

12.0 
三相 34.6 50 

VCT22ロー2C,E5.5ロ

VCT22ロー3C,E2.0

配管配線の場合の

配線サイズ

（括弧内は配管サイズ）

IV2.0-2C,El.6(19) 

IV5.5 ロー2C,El.6(19)

IV5.5 ロー3C,El.6(25)

IV5.5ロー2C,E1.6(19)

IV22 ロー2C,E5.5D (31) 

IV8ロー3C,E2.0(25)

IV22ロー2C,E5.5(31)

IV14ロー3C,E2.0(31)

※設置場所の状況や施行方法によって、 ブレ ー カー サイズや電線の許容電流値は変わります。

注意 DAM-05D、 08C 型は、 三相仕様の特注品もありますのでご注意ください。

注意 電気陶芸窯では一般に相間の抵抗値を変えて炉内の温度分布の均ーを図っていますので、 各線間の

電流値は同 一ではありません。

・熱線は温度によって抵抗値が変化しますので電流値にも変動があります。

そのため、 配線時には余裕をもったプレ ー カ ー 、 電線を選定してください。 上表は推奨です。

2．漏電ブレ ー カーの選定について

感電事故を防止するため、 接地工事を確実にし、 なおかつ、 漏電ブレ ー カ ーを設置してください。

漏電ブレ ー カ ーの定格感度電流の選定を誤ると、 誤動作を起こし、 電気窯が使用できないことがあ

ります（特に窯のスイッチを入れてしばらくすると、 ブレ ー カーが落ちてしまう・・・・・・通常このよ

うな事が起こるのは、 漏電感度を 30mA 等の高感度のものを使用したためです）。

感電事故防止を目的として施設する漏電プレ ー カ ーは、 高感度高速形である必要がありますが、 接

地工事の接地抵抗値が次表に適合する場合であって、 漏電ブレ ー カーの動作時間が0. 1秒以内（高

速形） の場合は中感度形のものとすることができます。
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DAM-��D 型機 種

仕 様

開 梱

DAM-��D 型 DAM-��D 型 DAM-��C 型 DAM-��C 型
��� × ��� × ���
扉を開いたときの高さ

�,���

外形寸法 (mm)
幅 × 奥行 × 高

��� × ��� × ���
扉を開いたときの高さ

�,���

��� × ��� × ���
 扉を開いたときの高さ

�,���

��� × ��� × ���
扉を開いたときの高さ

�,���

�,��� × ��� × �,���
扉を開いたときの高さ

�,���

��� × ��� × ���炉内寸法 (mm)
幅 × 奥行 × 高

還元バーナセット
( 別売 )

※�　DAM-��D 型の特注は下記の通りです。
電気容量　　　�ｋW
電圧・電流　　三相 ���V・��.�A

※�　DAM-��C 型の特注は下記の通りです。
電気容量　　　��.�kW
電圧・電流　　三相 ���V・��A

��� × ��� × ��� ��� × ��� × ��� ��� × ��� × ��� ��� × ��� × ���

単相 ���V ��.�A電圧・電流 単相 ���V·��A ※� 単相 ���V·��.�A ※�単相 ���V·��.�A 単相 ���V·��A
三相 ���V・��A

��� × ��� × �
(� 枚敷） � 枚

��� × ��� × �
(� 枚敷） � 枚

��� × ��� × �
(� 枚敷） � 枚

��� × ��� × �
(� 枚敷） � 枚 

��� × ��� × �
(� 枚敷） � 枚 

炉材質 耐火断熱レンガ、耐熱ボード

コイル式
マイコン焼成装置

� ～ ��℃

�

低圧プロパンガス用 ( 家庭ガス ) または　都市ガス ��A 用

���kg質量 ���kg ���kg ���kg ���kg
�.�kW電気容量 �kW ※� �.�kW ��.�kW ※� ��kW

焼成方法
熱線方式

使用環境温度
�� ～ ��％RH( 結露なきこと )

R タイプ � 個 (IA-�)
使用環境湿度

－ － － � 個 －
－ � 個 � 個 － －

� 個 � 個 � 個 � 個 � 個
� 個 － － � 個 � 個
� 個 � 個 � 個 � 個 －
－ － － － � 個
－ � 個 � 個 � 個 � 個

� 個 � 個 � 個 � 個 � 個
装着済み　� 個 � 個 � 個

装着済み　� 個

支柱 ��ｍｍ
支柱 ��ｍｍ

熱電対

棚板 (mm)
幅 × 奥行 × 厚

支柱 ��ｍｍ
支柱 ��ｍｍ

支柱 ���ｍｍ
支柱 ���ｍｍ
支柱 ���ｍｍ

ガス抜き栓
色見穴栓

ガス投入口栓
アース線 －

窯の機種を確認して段ボールを開梱し、下記の仕様の付属品 (熱電対、棚板の枚数、支柱の個数など )をご確認ください。

棚 板 支 柱 熱 電 対

付

属

品







VCT

VCT
VCT
VCT



（電源への接続

心ヽ警 告：電気工事、配線工事、接続は必ず電気工事の業者に依頼してください。

●DAM-08C コントロ ールボックス内

端子台拡大 一 一

コントロ ールポックス
↓ i 

プレ ー カ ー へ ブレ ー カ ー へ

ビスを外してコントロ ールボックスを開けます。

六合且旱国． 電圧 電流値
漏電遮断器 ケーブルころがし配線 配管配線の場合の

機種 相 定格容量 感度 の場合の配線サイズ 配線サイズ

kW V A AT mA （括弧内は配管サイズ）

DAM-08C型 10.1 
単相

200 
50.5 75 

200 
IV22 ロー2C,E5.5口(31)

三相 28.9 40 

VCT22ロー2C,E5.5

VCT14ロー3C,E2.0 IV8ロー3C,E2.0(25)

●DAM-12C コントロ ールポックス内
端子台拡大 一

一

コントロ ールボックス

ビスを外してコントロ ールボックスを開けます。

容量 相 電圧 電流値
漏電遮断器 ケーブルころがし配線 配管配線の場合の

機種 定格容量 感度 の場合の配線サイズ 配線サイズ
kW V A AT mA （括弧内は配管サイズ）

単相 60 75 
DAM-12C型 12.0 200 200 

三相 34.6 50 

VCT22ロー2C,E5.5ロ IV22ロー2C,E5.5(31) 

VCT22ロー3C,E2.0   IV14ロー3C,E2.0(31)
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ブレーカーの

スイッチを入れてください。









キー焼　成 タイマ 時間 1 温度 1 時間 2 時間 3温度 2
《ねらし1》

時間 4温度 3
《ねらし2》

温度 4 合計時間

300 分

(5時間)
200℃乾　燥

200℃
《0分》

200℃
《0分》

270 分

(4時間30分)
400℃

0 分

0 分

300 分

(5時間)

試運転
400℃
《0分》

400℃
《30分》

420 分

(7時間) 90 分

(1時間30分)

0 分 120℃
520 分

(8時間40分)

700℃
《10分》

700℃
《0分》

300 分

(5時間)

800℃
《0分》

800℃
《0分》

0 分

素焼き

絵付/楽焼き

本焼き 210 分

(3時間30分)
560℃ 120 分

(2時間)
0 分 120℃

570 分

(9時間30分)

900℃
《10分》

1240℃
《20分》

240 分

(4時間)

210 分

(3時間30分)

1220℃
《20分》

1270℃
《20分》

1250℃
《20分》

1230℃
《20分》

1260℃
《20分》

600 分

(10時間)

3 マイコン焼成

1. 基本プログラムの種類と内容

< 基本プログラムの内容 >

※窯の種類や窯詰めの内容により焼成時間が上の表より長くなることがあります。
※スタート時の温度により、時間1の焼成時間が短くなることがあります。時間2以降の焼成時間は入力した値で運転します。
　(基本プログラム・自作プログラム共に )

P.35

本焼き
1220 ～ 1270℃

素焼き
700℃

試運転
400℃

絵付／楽焼き
800℃

乾燥
200℃

< 自作プログラムメモ >
もご利用ください。

1　｢ 基本プログラム ｣ による焼成

1　「基本プログラム」 による焼成

< 基本プログラム温度表 >

※合計時間は 《ねらし 2》 終了までの時間です。

0 分

560℃
210 分

(3時間30分)





闇マイコン焼成 図「自作プログラム」による焼成

図「自作プログラム」による焼成

1.自作プログラムについて

「基本プログラム」をもとにして、好みの仕様に変更して使います。

20種類をメモリ ーすることができます。

ロ＇…•スタートからd9 に達する時間

曰…•O、0 に達する時間

嘔9…• Oの温度でのねらし時間

匹日曰 n口) 1m日···•終了から。に達する時間

〇…• O の温度でのねらし時間

ロD…•-終了から。に違する時間

2.自作プログラムの作成方法
： ：は点滅を表します。

操作手順 表示パネル
(1) 

@ 作
「基
りたいプログラムに近い

本プログラム」を呼出す。 --
例）]

(2) �を設定する。

①0を押す。 ゜ 一
②温度1に設定したい温度を

国）i入力する。 一
例600゜C

(3)日を設定する。
＇ 

日①口3lを押す。 ．． 遍曝•

②時間1に設定したい時間を
入力する。 一

例300分

(4)
つづけて設定していく。

→このまま焼成する場合は、
次のページ ヘ

→この設定を登録する場合は、
次のページ
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※自作プログラムは、出
荷時に登録されておりま
せん。

温度設定入力可能範囲
最高 1310℃

最低 〇゜C
1℃単位

※10秒間キー操作をしな
いと、炉内温度表示に
戻ります。

































このペー ジを切り取って電気窯の配線工事をされる方へ工事前にお渡しください。

： 電気配線工事のお願い］

＊電気窯設置責任者の方へ

電気窯への配線について 窯場

電 源 漏電プレーカ ー

窯本体 I 
漏電ブレ ー カ ーを必ず設置してください。

1. 漏電遮断器及び配線サイズの選定（参考）

容量 電圧 電流値
漏電遮断器

機種 相 定格容量 感度

kW V A AT mA 

DAM-030型 3.3 単相 16.5 20 

単相 25 30 

ケーブルころがし配線

の場合の配線サイズ

VCT2.0-2C,E1.6 

VCT5.5ロー2C,E1.6
DAM-05D型 5.0 

三相 14.5 30 

DAM-06D型 5.9 単相
200 

29.5 40 
200 

単相 50.5 75 
DAM-OBC型 10.1 

三相 28.9 40 

VCT8ロー3C,E2.0 

VCT5.5ロー 2C,E1.6 

VCT22ロー2C,E5.5ロ

VCT14ロー3C,E2.0

DAM-12C型
単相 60 75 

12.0 
三相 34.6 50 

VCT22ロー2C,E5.5ロ

VCT22ロー3C,E2.0

配管配線の場合の

配線サイズ

（括弧内は配管サイズ）

IV2.0-2C,E1.6(19) 

IV5.5 ロー2C,E1.6(19)

IV5.5 ロー3C,E1.6(25) 

IV5.5ロー 2C,E1.6(19)

IV22 ロー2C,E5.5口(31)

IV8ロー3C,E2.0(25)

IV22ロー2C,E5.5(31)

IV14ロー3C,E2.0(31)

※設置場所の状況や施行方法によって、 ブレ ー カ ー サイズや電線の許容電流値は変わります。

注意 DAM-05D、 08C型は、 三相仕様の特注品もありますのでご注意ください。

注意 電気陶芸窯では一般に相間の抵抗値を変えて炉内の温度分布の均ーを図っていますので、 各線間の

電流値は同 一ではありません。

・熱線は温度によって抵抗値が変化しますので電流値にも変動があります。

そのため、 配線時には余裕をもったブレ ー カ ー、 電線を選定してください。 上表は推奨です。

2．漏電ブレ ーカ ーの選定について

感電事故を防止するため、 接地工事を確実にし、 なおかつ、 漏電ブレ ー カ ー を設置してください。

漏電プレ ー カ ーの定格感度電流の選定を誤ると、 誤動作を起こし、 電気窯が使用できないことがあ

ります（特に窯のスイッチを入れてしばらくすると、 ブレ ー カ ー が落ちてしまう・・・・・・通常このよ

うな事が起こるのは、 漏電感度を30m A等の高感度のものを使用したためです）。

感電事故防止を目的として施設する漏電プレ ー カ ーは、 高感度高速形である必要がありますが、 接

地工事の接地抵抗値が次表に適合する場合であって、 漏電ブレ ー カ ーの動作時間が o. 1秒以内（高

速形） の場合は中感度形のものとすることができます。







お電話・問合せフォームでのお問い合せはこちら

https://www.nidec.com/jp/nidec-drivetechnology/corporate/network/sales/

https://www.nidec.com/jp/nidec-drivetechnology/inquiry/

日本電産シンポ株式会社は 2023年4月1日に「ニデックドライブテクノロジー株式会社」に社名変更しました
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